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１．はじめに	 

	 筆者らは，これまで繰返しねじりせん断試験に基づいてアスファルト混合物の耐久性の評価を行っており，既報１）

では橋面舗装から採取する供試体を想定した厚さが 25mm の薄い円柱供試体(直径 100mm)でも試験評価が可能であるこ

とを報告した。しかしながら，長期供用の橋面舗装から採取される表層や基層のアスファルト混合物の供試体の寸法

(特に厚さ)は様々であるが，供試体寸法の違いが結果に影響を及ぼすことが想定されることから異なる寸法の供試体

から得られた評価結果を直接比較することは出来ない。そこで，本研究では 3 種類の厚さの異なるアスファルト混合

物供試体を作製して繰返しねじりせん断試験を行い，厚さの違いが 4 つの耐久性評価指標に及ぼす影響を調べるとと

もに，各評価指標に対する厚さ補正式の導出を試みた。	 

２．試料および供試体作製	 

	 アスファルト混合物の円柱供試体は，既報２）と同じポリマー改質アスファルト II 型を用いた密粒度アスファルト混

合物(13)であり，配合諸元は表-1 に示すとおりである。供試体の厚さは 20mm，

30mm，50mm の 3種類である。供試体の作製も既報２）と同じであり，まずホイール

トラッキング試験用の板状供試体(長さ 300mm・幅 300mm・厚さ 50mm)を作製した

後，内径 100mm のコアビットにて直径 100mm・厚さ 50mm のコアを抜き取ることに

よって，厚さ 50mm の供試体を作製した。次に，それを 2 つにカットして厚さ

20mm と 30mm の供試体を作製した。それぞれ原則 5 個ずつ 2 回(第 1 弾，第 2 弾)

に分けて計 10 個/厚さの供試体を作製して試験を行った。なお，繰返しねじりせ

ん断試験ついては，既報 1)の通りであり紙数の都合上ここでは説明を割愛する。	 

３．耐久性評価指標および厚さ補正係数	 

	 まず，試験で得られた平均せん断ひずみと載荷回数の関係を図-1 に示す。載荷

回収の増加に伴う平均せん断ひずみの増加傾向は，これまでの試験結果例えば１,2)と

同じである。試験終了時の載荷回数を見ると，供試体厚が 20mm から 50mm へと厚

くなるほど載荷回数は小さくなっており，供試体寸法の影響が認められる。	 

	 さて，図-1の平均せん断ひずみと載荷回数の関係から耐久性に係わる 4つの評

価評価指標(流動直線および剥離直線の各勾配，剥離変曲点での載荷回

数および平均せん断ひずみ)が得られる。流動直線の勾配は耐流動性を

表す指標であり勾配が小さいほど耐流動性が大きいこと，剥離直線の勾

配は剥離から破壊までの粘り強さを表し勾配が小さいほど粘り強さが大

きいこと(剥離抵抗性)，剥離変曲点での載荷回数が多いほど寿命が長い

こと(長寿命性)，同変曲点での平均せん断ひずみが小さいほど変形しに

くいこと(耐せん断変形性)を意味する１,2)。表-2 に一例として第 1 弾の

供試体で得られた評価指標の一覧を示す。表から，供試厚が厚くなると

流動直線の勾配は大きくなり，剥離変曲点での載荷回数は小さくなって

表-1	 アスファルト混合物の配

合諸元２）	 
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図-1	 平均せん断ひずみと載荷回数の関係	 



おり，供試体寸法の影響が大きいことが分かる。一方，

剥離直線の勾配および剥離変曲点での平均せん断ひずみ

は，ともに供試体の厚さに依存しないと言っても過言で

はない。これらのことは，本報には示していないが第 2

弾の結果でも見られた。	 

	 そこで，これまでの繰返しねじりせん断試験の実績も

踏まえて，異なる厚さの供試体から得られた評価指標の

値を 50mm 厚供試体相当に補正するための厚さ補正式の

導出を行う。まず，第 1 弾と第 2 弾の 50mm 厚の供試体

の各評価指標の平均値を求めると，流動直線の勾配は

551.1(%/回×105)，剥離直線の勾配は 39779.3(%/回×

105)，剥離変曲点での載荷回数は 1561.5 回，平均せん断

ひずみは 8.74%となる。これらを各評価指標の基準値と

称することにする。この各基準値を厚さ 20mm および

30mm の各供試体で得られた評価指標の値で除したのち平

均値を取ると表-3 が得られる。これらが供試体厚(平均

値)毎の各評価指標に対する厚さ補正係数となる。なお，

表中には無次元化した供試体厚(H/H50)

も示している。図-2 に一例として流動

直線の勾配に対する補正係数と無次元

化した供試体厚の関係を示す。図中に

は，べき関数	 	 	 	 	 	 	 	 	 (厚さ補正式と

なる)で回帰した曲線も示しており，そ

の回帰係数と決定係数をまとめて表-4

に示す。流動直線の勾配と剥離変曲点での載荷回数の決定係数は非常に大

きい。一方，剥離変曲点での平均せん断ひずみと剥離直線の勾配の決定係

数は非常に小さく，表-2 からも推察されたように，これら 2 つの評価指

標は供試体厚にほとんど依存しないと言える。この厚さ補正式で求まる補

正係数を厚さの異なる供試体から得られた各評価指標に乗ずることによっ

て，評価指標を直接比較することができると考えられる。	 

４．おわりに	 

	 本報では，供試体厚さの違いが繰返しねじりせん断試験で得られるア

スファルト混合物の 4つの耐久性評価指標に及ぼす影響を調べた。その

結果，流動直線の勾配と剥離変曲点での載荷回数は厚さの影響を大きく

受けるが，剥離変曲点での平均せん断ひずみと剥離直線の勾配はほとん

ど影響を受けないことが分かった。さらに，各評価指標を 50mm 厚供試

体相当に補正するための厚さ補正式としてべき関数を導出できた。	 

参考文献：1)鈴木他：短い円柱供試体を用いたアスファルト混合物の耐

久性の試み，平成 25 年度土木学会関西支部年次学術講演会講演概要集

CD，V-43，2013.	 2) 谷他：アスファルト量の違いがアスファルト混合

物の耐久性に及ぼす影響について，平成 26 年度土木学会関西支部年次

学術講演会講演概要集 CD，V-35，2014.	 

表-2	 評価指標一覧(第 1弾供試体)	 

	 

表-3	 各評価指標(平均値)に対する厚さ補正係数	 

 

	 

図-2	 厚さ補正係数と無次元化供試体厚	 

の関係(流動直線の勾配)	 

表-4	 厚さ補正式の回帰係数	 
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